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q:; 3 1)主には各種高張力鋼溶接部の jレート割れ試験結果を記している。すなわち各種の高張ノJ鋼につ
いて行なったスリット型拘束割れ試験の結果得た割れ率と化学組成および組織の関係を求めている。
















新しい引張拘束試験機 (TRC 試験機) を開発している。 これによって著者はノレート己リれは発生に
必要な限界引張応力値以上の応ノJの存在のもとで，多くはある潜伏見1]問を経て発生する遅れ破壊とし
て現われることを明らかにしている口
第 2 点は問先形状および、ノレート間隔の影響を調べ，尖用的なノレート剖れ試験方法として， Y開先と
U問先の特性を 'JHかにしたことである。
第 3 点はノレート割れにおよぼす水素の影響を定量的に示し，高張力鋼の級日Ijに応じて予熱温度と水
素量の関係を示し，遅れ破壊理論から jレート割れ機構をl月かにし，:ìØi切な防止方法を提示している。
以上高張力鋼溶接部のノレート割れの発生とその防止についての著者の研究は溶接工学および工業上
に貢献するところが大である。よって本論文は博土論文として十分価値あるものと認められる。
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